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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のレールと、
　前記第１のレールに対して可動な第２のレールと、
　前記第２のレールが後退位置で第１の方向に沿って押圧された場合に、前記第２のレー
ルが前記第１のレールに対して開くよう駆動するように構成された第１の駆動装置と、
　前記第２のレールが第１の方向に沿って開位置から所定の位置に動かされた場合に前記
第２のレールが前記第１のレールに対して閉まるよう駆動するように構成された第２の駆
動装置と、
　第１の状態で前記第１の駆動装置を有効にし、第２の状態で前記第１の駆動装置を無効
にするように構成されたスイッチと、
　を含むスライドレールアセンブリであって、
　前記スイッチは前記第２のレールに可動に取り付けられ、前記第１のレールは当接機構
を含み、前記スイッチが第１の状態にある場合、前記第１の駆動装置を有効にするために
前記スイッチと前記当接機構との間に所定の間隙が形成され、前記スイッチが第２の状態
にある場合、前記スイッチは前記第１の駆動装置を無効にするために前記当接機構と当接
するか又は前記当接機構に隣接する、スライドレールアセンブリ。
【請求項２】
　前記第１の駆動装置は前記第２のレールに配置され、前記第１の駆動装置は第１の弾性
部材及びロック機構を含み、前記第１の弾性部材は、前記第１の方向とは反対の方向に沿
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って第１の弾性力を提供するように構成され、前記ロック機構はロック状態と非ロック状
態との間で動作するように構成され、前記ロック機構がロック状態にある場合、前記第１
の弾性部材は第１の弾性力を蓄積し、前記ロック機構が非ロック状態にある場合、前記第
１の弾性部材は第１の弾性力を放つ、請求項１に記載のスライドレールアセンブリ。
【請求項３】
　前記第２の駆動装置は前記第２のレールに配置され、前記第２の駆動装置は第２の弾性
部材、ガイド機構及び捕捉機構を含み、前記第２の弾性部材は前記第１の方向と同じ方向
に沿って第２の弾性力を提供するように構成され、前記第１のレールには固定部が固定配
置され、前記ガイド機構は第１の経路と、該第１の経路に対して偏向した第２の経路とを
有し、前記捕捉機構が前記ガイド機構の第１の経路内に位置する場合、前記固定部が前記
捕捉機構に捕捉され、前記捕捉機構が前記ガイド機構の第２の経路内に位置する場合、前
記捕捉機構は前記固定部から外れている、請求項１に記載のスライドレールアセンブリ。
【請求項４】
　前記第２のレールに取り付けられたベースをさらに含み、前記第２のレールには前記ベ
ースが貫通できるように開口が形成され、前記スイッチは前記ベースに可動に取り付けら
れている、請求項１に記載のスライドレールアセンブリ。
【請求項５】
　前記スイッチは手動スイッチである、請求項１に記載のスライドレールアセンブリ。
【請求項６】
　家具アセンブリの第１の家具部に取り付けられるように構成された第１のレールと、
　前記第１のレールに対して可動な第２のレールであって、前記第２のレールは前記家具
アセンブリの第２の家具部を運ぶように構成されている、第２のレールと、
　前記第２の家具部が後退位置で第１の方向に沿って押圧された場合に前記第２の家具部
が前記第１の家具部に対して開くように駆動するように構成された第１の駆動装置と、
　前記第２の家具部が第１の方向に沿って開位置から所定の位置に動かされた場合に、前
記第２の家具部が前記第１の家具部に対して閉まるよう駆動するように構成された第２の
駆動装置と、
　第１の状態で前記第１の駆動装置を有効にし、第２の状態で前記第１の駆動装置を無効
にするように構成されたスイッチと、
　を含むスライドレールアセンブリであって、
　前記スイッチは前記第２のレールに可動に取り付けられ、前記第１のレールは当接機構
を含み、前記スイッチが第１の状態にある場合、前記第１の駆動装置を有効にするために
前記スイッチと前記当接機構との間に所定の間隙が形成され、前記スイッチが第２の状態
にある場合、前記スイッチは前記第１の駆動装置を無効にするために前記当接機構と当接
するか又は前記当接機構に隣接する、スライドレールアセンブリ。
【請求項７】
　前記第１の駆動装置は前記第２のレールに配置され、前記第１の駆動装置は第１の弾性
部材及びロック機構を含み、前記第１の弾性部材は、前記第１の方向と反対の方向に沿っ
て第１の弾性力を提供するように構成され、前記ロック機構はロック状態と非ロック状態
との間で動作するように構成され、前記ロック機構がロック状態にある場合、前記第１の
弾性部材は第１の弾性力を蓄積し、前記ロック機構が非ロック状態にある場合、前記第１
の弾性部材は第１の弾性力を放つ、請求項６に記載のスライドレールアセンブリ。
【請求項８】
　前記第２の駆動装置は前記第２のレールに配置され、前記第２の駆動装置は第２の弾性
部材、ガイド機構及び捕捉機構を含み、前記第２の弾性部材は前記第１の方向と同じ方向
に沿って第２の弾性力を提供するように構成され、前記第１のレールには固定部が固定配
置され、前記ガイド機構は第１の経路と、該第１の経路に対して偏向した第２の経路とを
有し、前記捕捉機構が前記ガイド機構の第１の経路内に位置する場合、前記固定部が前記
捕捉機構に捕捉され、前記捕捉機構が前記ガイド機構の第２の経路内に位置する場合、前
記捕捉機構は前記固定部から外れている、請求項６に記載のスライドレールアセンブリ。
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【請求項９】
　前記第２のレールに取り付けられたベースをさらに含み、前記第２のレールには前記ベ
ースが貫通できるように開口が形成され、前記スイッチは前記ベースに可動に取り付けら
れている、請求項６に記載のスライドレールアセンブリ。
【請求項１０】
　第１のレールと、
　前記第１のレールに対して可動な第２のレールと、
　前記第２のレールが後退位置で第１の方向に沿って押圧された場合に、前記第２のレー
ルが前記第１のレールに対して開くように駆動するよう構成された第１の駆動装置と、
　前記第２のレールに動作可能に連結されたスイッチであって、該スイッチは第１の状態
と第２の状態との間で動作するように構成され、該スイッチは第１の状態にある場合に前
記第１の駆動装置を有効にするように構成され、該スイッチは第２の状態にある場合に、
前記第１の駆動装置を無効にするように構成されている、スイッチと、
　を含むスライドレールアセンブリであって、
　前記第１のレールは当接機構を含み、前記スイッチが第１の状態にある場合、前記第１
の駆動装置を有効にするために前記スイッチと前記当接機構との間に所定の間隙が形成さ
れ、前記スイッチが第２の状態にある場合、前記スイッチは前記第１の駆動装置を無効に
するために前記当接機構と当接するか又は前記当接機構に隣接する、スライドレールアセ
ンブリ。
【請求項１１】
　前記第１のレールと前記第２のレールとの間で可動に配置された第３のレールと、前記
第２のレールが前記第１の方向に沿って開位置から所定の位置に動かされた場合、前記第
２のレールが前記第１のレールに対して閉まるように駆動するよう構成された第２の駆動
装置とをさらに含む、請求項１０に記載のスライドレールアセンブリ。
【請求項１２】
　前記第１の駆動装置は前記第２のレールに配置され、前記第１の駆動装置は第１の弾性
部材及びロック機構を含み、前記第１の弾性部材は、前記第１の方向と反対の方向に第１
の弾性力を提供するように構成され、前記ロック機構はロック状態と非ロック状態との間
で動作するように構成され、前記ロック機構がロック状態にある場合、前記第１の弾性部
材は第１の弾性力を蓄積し、前記ロック機構が非ロック状態にある場合、前記第１の弾性
部材は第１の弾性力を放つ、請求項１０に記載のスライドレールアセンブリ。
【請求項１３】
　前記第２の駆動装置は前記第２のレールに配置され、前記第２の駆動装置は第２の弾性
部材、ガイド機構及び捕捉機構を含み、前記第２の弾性部材は前記第１の方向と同じ方向
に沿って第２の弾性力を提供するように構成され、前記第１のレールには固定部が固定配
置され、前記ガイド機構は第１の経路と、該第１の経路に対して偏向した第２の経路とを
有し、前記捕捉機構が前記ガイド機構の第１の経路内に位置する場合、前記固定部が前記
捕捉機構に捕捉され、前記捕捉機構が前記ガイド機構の第２の経路内に位置する場合、前
記捕捉機構は前記固定部から外れている、請求項１１に記載のスライドレールアセンブリ
。
【請求項１４】
　前記第２のレールに取り付けられたベースをさらに含み、前記第２のレールには前記ベ
ースが貫通できるように開口が形成され、前記スイッチは前記ベースに可動に取り付けら
れている、請求項１０に記載のスライドレールアセンブリ。
【請求項１５】
　前記スイッチは手動スイッチである、請求項１０に記載のスライドレールアセンブリ。
【請求項１６】
　前記第１のレールは第１の家具部に取り付けられ、前記第２のレールは第２の家具部を
運ぶように構成されている、請求項１０に記載のスライドレールアセンブリ。
【請求項１７】
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　前記第１の家具部はキャビネットであり、前記第２の家具部は引き出しである、請求項
１６に記載のスライドレールアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はスライドレールアセンブリに関し、より具体的にはスイッチを備えたスライド
レールアセンブリに関する。スライドレールアセンブリはプッシュオープン機能及び自閉
機能を有し、ユーザーはスイッチによりスライドレールアセンブリのプッシュオープン機
能を使用環境又は使用条件に応じて有効又は無効にすることができる。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１にはプッシュオープン機能及び自閉機能を有するスライドレールアセンブリ
が開示されている。
【０００３】
　プッシュオープン機能を有するスライドレールアセンブリを介して引き出しがキャビネ
ットに取り付けられ、引き出しがキャビネット内に引っ込められている場合、引き出しの
前方パネルとキャビネットとの間に明らかな押圧間隙がある。押圧間隙は、ユーザーが引
き出しを押してキャビネットに対して動かすことができ、スライドレールアセンブリに配
置された押圧放出（push-ejection）機構によりキャビネットに対して引き出しを開ける
ことができる。プッシュオープン型の引き出しは引き出しの前面パネルに追加のハンドグ
リップを設ける必要がないため、引き出しの前面パネルが平らできれいな外観を有するこ
とができる。他方、所謂自閉スライドレールアセンブリは、引き出しがキャビネット内に
押し込まれる際の最後のプロセスでスライドレールアセンブリの自閉機構により開いた引
き出しをキャビネットに対して後退させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第８１７２３４５号明細書
【特許文献２】米国特許第８１００４８７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　プッシュオープン機能及び自閉機能を有するスライドレールアセンブリにより、ユーザ
ーは引き出しを便利に開閉することができる。しかしながら、プッシュオープン機能を有
するスライドレールアセンブリは、引き出しとキャビネットとの間に明らかな押圧間隙を
有し得るため、引き出しに埃、虫又は他の異物が簡単に入り易い。さらに、プッシュオー
プン機能を有するスライドレールアセンブリはロックする必要がある引き出しには適して
いない。
【０００６】
　本発明は、ユーザーが使用環境又は使用条件に応じてスライドレールアセンブリのプッ
シュオープン機能を有効又は無効することができる、スイッチを備えたスライドレールア
センブリに関する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一実施形態によれば、スライドレールアセンブリは、第１のレールと、前記第
１のレールに対して可動な第２のレールと、前記第２のレールが後退位置で第１の方向に
沿って押圧された場合に、前記第２のレールが前記第１のレールに対して開くよう駆動す
るように構成された第１の駆動装置と、前記第２のレールが第１の方向に沿って開位置か
ら所定の位置に動かされた場合に前記第２のレールが前記第１のレールに対して閉まるよ
う駆動するように構成された第２の駆動装置と、第１の状態で前記第１の駆動装置を有効
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にし、第２の状態で前記第１の駆動装置を無効にするように構成されたスイッチと、を含
む。
【０００８】
　前記第１の駆動装置は前記第２のレールに配置されていることが好ましい。前記第１の
駆動装置は第１の弾性部材及びロック機構を含む。前記第１の弾性部材は、前記第１の方
向とは反対の方向に沿って第１の弾性力を提供するように構成されている。前記ロック機
構はロック状態と非ロック状態との間で動作するように構成されている。前記ロック機構
がロック状態にある場合、前記第１の弾性部材は第１の弾性力を蓄積する。前記ロック機
構が非ロック状態にある場合、前記第１の弾性部材は第１の弾性力を放つ。
【０００９】
　前記第２の駆動装置は前記第２のレールに配置されていることが好ましい。前記第２の
駆動装置は第２の弾性部材、ガイド機構及び捕捉機構を含む。前記第２の弾性部材は前記
第１の方向と同じ方向に沿って第２の弾性力を提供するように構成されている。前記第１
のレールには固定部が固定配置され、前記ガイド機構は第１の経路と、該第１の経路に対
して偏向した第２の経路とを有する。前記捕捉機構が前記ガイド機構の第１の経路内に位
置する場合、前記固定部が前記捕捉機構に捕捉される。前記捕捉機構が前記ガイド機構の
第２の経路内に位置する場合、前記捕捉機構は前記固定部から外れている。
【００１０】
　前記スイッチは前記第２のレールに可動に取り付けられていることが好ましい。前記第
１のレールは当接機構を含む。前記スイッチが第１の状態にある場合、前記第１の駆動装
置を有効にするために前記スイッチと前記当接機構との間に所定の間隙が形成されている
。前記スイッチが第２の状態にある場合、前記スイッチは前記第１の駆動装置を無効にす
るために前記当接機構と当接するか又は前記当接機構に隣接する。
【００１１】
　前記第２のレールに取り付けられたベースをさらに含むことが好ましい。前記第２のレ
ールには前記ベースが貫通できるように開口が形成されている。前記スイッチは前記ベー
スに可動に取り付けられている。
【００１２】
　前記スイッチは手動スイッチであることが好ましい。
【００１３】
　本発明の別の実施形態によれば、スライドレールアセンブリは家具アセンブリの第１の
家具部に取り付けられるように構成された第１のレールと、前記第１のレールに対して可
動な第２のレールであって、前記第２のレールは前記家具アセンブリの第２の家具部を運
ぶように構成されている、第２のレールと、前記第２の家具部が後退位置で第１の方向に
沿って押圧された場合に前記第２の家具部が前記第１の家具部に対して開くように駆動す
るように構成された第１の駆動装置と、前記第２の家具部が第１の方向に沿って開位置か
ら所定の位置に動かされた場合に、前記第２の家具部が前記第１の家具部に対して閉まる
よう駆動するように構成された第２の駆動装置と、第１の状態で前記第１の駆動装置を有
効にし、第２の状態で前記第１の駆動装置を無効にするように構成されたスイッチと、を
含む。
【００１４】
　本発明の別の実施形態によれば、スライドレールアセンブリは第１のレールと、前記第
１のレールに対して可動な第２のレールと、前記第２のレールが後退位置で第１の方向に
沿って押圧された場合に、前記第２のレールが前記第１のレールに対して開くように駆動
するよう構成された第１の駆動装置と、前記第２のレールに動作可能に連結されたスイッ
チであって、該スイッチは第１の状態と第２の状態との間で動作するように構成されたス
イッチとを含む。スイッチは第１の状態にある場合に前記第１の駆動装置を有効にするよ
うに構成されている。スイッチは第２の状態にある場合に、前記第１の駆動装置を無効に
するように構成されている。
【００１５】
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　前記第１のレールと前記第２のレールとの間で可動に配置された第３のレールと、前記
第２のレールが前記第１の方向に沿って開位置から所定の位置に動かされた場合、前記第
２のレールが前記第１のレールに対して閉まるように駆動するよう構成された第２の駆動
装置とをさらに含む。
【００１６】
　スライドレールアセンブリは、前記第２のレールが前記第１の方向に沿って開位置から
所定の位置に動かされた場合、前記第２のレールが前記第１のレールに対して閉まるよう
に駆動するよう構成された第２の駆動装置をさらに含むことが好ましい。
【００１７】
　前記第１のレールは第１の家具部に取り付けられることが好ましい。前記第２のレール
は第２の家具部を運ぶように構成されている。
【００１８】
　前記第１の家具部はキャビネットであり、前記第２の家具部は引き出しであることが好
ましい。
【００１９】
　様々な図面に図示する下記の好ましい実施形態の詳細な説明を読み終えた後、本発明の
上記の目的及び他の目的が当業者に間違いなく明らかになる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
　添付の図面は実施形態のさらなる理解を提供するために含まれるとともに、本明細書に
組み込まれてその一部を構成する。図面は実施形態の一部を図示し、発明の詳細な説明と
共にそれらの原理を説明する役割を果たす。
【図１】図１は、本発明の一実施形態に係る第１の家具部及び第２の家具部に適用された
スライドレールアセンブリを示す図であり、第２の家具部は第１の家具部に対して開いて
いる。
【図２】図２は、開いた第２の家具部がない状態の図１のスライドレールアセンブリを示
す図である。
【図３】図３は、本発明の一実施形態に係るスライドレールアセンブリを示す図である。
【図４】図４は、本発明の一実施形態に係るスライドレールアセンブリの分解図である。
【図５】図５は、本発明の一実施形態に係る第１の状態にあるスライドレールアセンブリ
のスイッチを示す図である。
【図６】図６は、本発明の一実施形態に係る第２の状態にあるスライドレールアセンブリ
のスイッチを示す図である。
【図７】図７は、本発明の一実施形態に係る、第１の家具部と閉じた状態の第２の家具部
とを含む家具アセンブリを示す図である。
【図８】図８は、図７の家具アセンブリの側面図である。
【図９】図９は、本発明の一実施形態に係る、第１の家具部に対して後退位置に位置する
家具アセンブリの第２の家具部を示す図であり、スイッチは第１の状態にある。
【図１０】図１０は、第１の方向に沿って第２の家具部に加えられた押圧力を示す図であ
る。
【図１１】図１１は、第１の駆動装置により、第１の家具部に対して第２の方向に沿って
押し出されて開く第２の家具部を示す図である。
【図１２】図１２は、第１の方向に沿って開位置から第１の位置に動かされた第２の家具
部を示す図である。
【図１３】図１３は、第１の方向に沿って開位置から第２の位置に動かされた第２の家具
部を示す図である。
【図１４】図１４は、本発明の一実施形態に係る、第１の家具部に対して後退位置に位置
する家具アセンブリの第２の家具部を示す図であり、スイッチは第２の状態にある。
【図１５】図１５は、後退位置から第２の方向に沿って開けられて動いた第２の家具部を
示す図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２１】
　図１及び図２は、本発明の一実施形態に係る、第１の家具部２２及び第２の家具部２４
を含む家具アセンブリ２０を示す。本実施形態では、第１の家具部２２がキャビネットで
あり、第２の家具部２４が引き出しであるが、本発明はこの構成に限定されない。一対の
スライドレールアセンブリ２６を援用して、第２の家具部２４が第１の家具部２２に対し
て可動であることが好ましい。
【００２２】
　具体的には、各スライドレールアセンブリ２６は、第１のレール２８と、第１のレール
２８に対して可動な第２のレール３０とを含む。スライドレールアセンブリ２６は、第１
のレール２８に対する第２のレール３０の移動距離を伸長するために第１のレール２８と
第２のレール３０との間で可動に配置された第３のレール３２をさらに含むことが好まし
い。第１のレール２８は第１の家具部２２に取り付けられているため、第１のレール２８
を第１の家具部２２の一部として見なすことができる。他方、第２のレール３０は第２の
家具部２４を運搬するために第２の家具部２４に取り付けられているため、第２のレール
３０を第２の家具部２４の一部として見なすことができる。第１のレール２８は拡張部３
４を含み、第２のレール３０は運搬部３６を含むことが好ましい。
【００２３】
　図３に示すように、第２のレール３０は第１のレール２８に対して後退位置Ｒに位置し
ている。第２のレール３０が後退位置Ｒにある場合、第２のレール３０の運搬部３６の位
置は第１のレール２８の拡張部３４に実質的に対応する。
【００２４】
　図４に示すように、スライドレールアセンブリ２６はスイッチ３８をさらに含む。スイ
ッチ３８は手動式スイッチであり、スライドレールアセンブリ２６の第１のレール２８及
び第２のレール３０の一方に動作可能に連結されていることが好ましい。本実施形態では
、スイッチ３８は第２のレール３０に動作可能に連結されている。スライドレールアセン
ブリ２６は第２のレール３０に取り付けられたベース４０をさらに含むことが好ましい。
第２のレール３０の運搬部３６には開口４２が形成され、ベース４０は開口４２を貫通す
ることができる。ベース４０は、リベット留め、ネジ、係合又は溶接により第２のレール
３０に固定できる。そのため、ベース４０を第２のレール３０の一部として見なすことが
できる。または、ベース４０を第２のレール３０に直接且つ一体的に形成してもよいが、
本発明はそのような構成に限定されない。
【００２５】
　スイッチ３８を第２のレール３０のベース４０に可動に取り付けてもよいし（例えば枢
結）、スイッチ３８を第２のレール３０のベース４０に着脱可動に取り付けてもよいが、
本発明はこれらの構成に限定されない。他方、第１のレール２８は当接機構４４を含む。
当接機構４４は第１のレール２８に取り付けられた要素でもあってもよいし、当接機構４
４を第１のレール２８に直接形成してもよい。本実施形態では、当接機構４４は拡張部３
４に位置する壁部構造として形成されている。
【００２６】
　図５及び図６に示すように、スイッチ３８は第２のレール３０に対して第１の状態Ｓ１
と第２の状態Ｓ２との間で操作されるように構成されている。
【００２７】
　図７及び図８に示すように、第２の家具部２４が第１の家具部２２に対してプッシュオ
ープンモードで配置され且つ後退位置Ｒに位置している場合、押圧間隙を形成するために
第２の家具部２４と第１の家具部２２との間に距離Ｄが定義されており、ユーザーは、第
１の家具部２２に対して第２の家具部２４を開けることができるように第２の家具部２４
を押して第１の家具部２２に対して動かすことができる。
【００２８】
　図９に示すように、スライドレールアセンブリ２６は第１の駆動装置４６及び第２の駆
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動装置４８を含む。第１の駆動装置４６は第２のレール３０に配置されている。第１の駆
動装置４６は第２のレール３０に配置されている。第１の駆動装置４６は第１の弾性部材
５０及びロック機構５２を含む。第１の弾性部材５０は第１の弾性力Ｆ１を提供するよう
に構成されている。ロック機構５２はロック状態と非ロック状態との間で動作するように
構成されている。ロック機構５２がロック状態にある場合、第１の弾性部材５０は第１の
弾性力Ｆ１を蓄積する。ロック機構５２が非ロック状態にある場合、第１の弾性部材５０
は第１の弾性力Ｆ１を放つ。具体的には、第２の家具部２４が第１の家具部２２に対して
後退位置Ｒに位置し、第２の家具部２４と第１の家具部２２との間に押圧間隙が存在する
場合に、ロック機構５２はロック状態にある。
【００２９】
　第２の駆動装置４８も第２のレール３０に配置されている。第２の駆動装置４８は第２
の弾性部材５４、ガイド機構５８及び捕捉機構６０を含む。第２の弾性部材５４は第２の
弾性力Ｆ２を提供するように構成されている。第２の弾性力Ｆ２の方向は第１の弾性力Ｆ
１の方向と逆方向である。固定部５６は第１のレール２８に固定配置されている。固定部
５６は図４に示す固定ピンであり得る。ガイド機構５８は第１の経路６２ａと、第１の経
路６２ａに対して偏向した第２の経路６２ｂとを有する。捕捉機構６０がガイド機構５８
の第１の経路６２ａ内に位置している場合、固定部５６は捕捉機構６０によって捕捉され
ている。捕捉機構６０がガイド機構５８の第２の経路６２ｂ内に位置している場合、捕捉
機構６０は固定部５６から外れている（図１１を参照されたい）。具体的には、第２の家
具部２４が第１の家具部２２に対して後退位置Ｒに位置し、第２の家具部２４と第１の家
具部２２との間に押圧間隙が存在している場合に、捕捉機構６０がガイド機構５８の第１
の経路６２ａに位置し、固定部５６が捕捉機構６０によって捕捉されている。その間、第
２の弾性部材５４は初期状態で第２の弾性力Ｆ２を蓄積する。
【００３０】
　第２の家具部２４（又は第２のレール３０）が第１の家具部２２（又は第１のレール２
８）に対して後退位置Ｒに位置し、スイッチ３８が第１の状態Ｓ１にある場合に、スイッ
チ３８と第１のレール２８の当接機構４４との間に所定の間隙Ｇが形成されていることが
好ましい。所定の間隙Ｇは押圧間隙（距離Ｄ）と実質的に等しい。そのため、第１の駆動
装置４６が有効にされる。
【００３１】
　図１０及び図１１に示すように、ユーザーが第１の方向Ｄ１に沿って第２の家具部２４
（又は第２のレール３０）に押圧力Ｆを加えると、第１の駆動装置４６のロック機構５２
が動作してロック状態から非ロック状態に切り替わる。押圧力Ｆが第２の家具部２４にも
はや加えられていない場合、第２の家具部２４が第１の家具部２２に対して開けられて第
２の方向Ｄ２に沿って第１の家具部２２に対して伸長距離Ｌ移動するように第１の駆動装
置４６の第１の弾性部材５０は第１の弾性力Ｆ１を放つ。これが所謂「プッシュオープン
」機能である。第２の方向Ｄ２は第１の方向Ｄ１と逆方向であり、第１の駆動装置４６の
第１の弾性力Ｆ１の方向は第１の方向Ｄ１と逆方向である。
【００３２】
　プッシュオープン工程では、第２の駆動装置４８の捕捉機構６０がガイド機構５８の第
１の経路６２ａから第２の経路６２ｂに動かされる。捕捉機構６０がガイド機構５８の第
２の経路６２ｂに位置している場合、捕捉機構６０は固定部５６から外れている。そのた
め、第２の弾性部材５４の第２の弾性力Ｆ２が増大する。
【００３３】
　図１２及び図１３に示すように、ユーザーが第２の家具部２４（又は第２のレール３０
）を押して、第１の家具部２２（又は第１のレール２８）に対して開位置から所定の位置
Ｐに第１の方向Ｄ１（即ち、後退方向）に沿って動かすと、第１のレール２８に配置され
た固定部５６が第２の駆動装置４８の捕捉機構６０によって捕捉され、第２の弾性部材５
４が即座に第２の弾性力Ｆ２を放ち、第２の家具部２４（又は第２のレール３０）を駆動
して第１の家具部２２（又は第１のレール２８）に対して閉まるようにする。これは所謂
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自閉機能である。第２の駆動装置４８の第２の弾性力Ｄ２の方向は第１の方向Ｄ１と同じ
である。
【００３４】
　図１４及び図１５に示すように、第２の家具部２４（又は第２のレール３０）が第１の
家具部２２（又は第１のレール２８）に対して後退位置に位置し、スイッチ３８が第２の
状態Ｓ２にある場合、スイッチ３８は第１のレール２８の当接機構４４と当接するか又は
当接機構４４に隣接するため、第２の家具部２４（又は第２のレール３０）を第１の家具
部２２（又は第１のレール２８）に対して押して開けることができない。即ち、スイッチ
３８が操作されて第２の状態Ｓ２にある場合、第１の駆動装置４６は無効であるのに対し
て第２の駆動装置４８は依然として有効である。したがって、スライドレールアセンブリ
は依然として自閉機能を有する。
【００３５】
　そのような状態では、ユーザーは、第２の家具部２４（又は第２のレール３０）を第１
の家具部２２（又は第１のレール２８）に対して第２の方向Ｄ２に沿って開くことができ
る。加えて、ユーザーが第２の家具部２４（又は第２のレール３０）を押して、第１の家
具部２２（又は第１のレール２８）に対して第１の方向Ｄ１に沿って閉めた場合、第２の
駆動装置４８の捕捉機構６０は依然として第１のレール２８の固定部５６を捕捉すること
ができる。第２の駆動装置４８が第２の弾性力Ｆ２を放つことを通じて、第２の家具部２
４（又は第２のレール３０）が駆動されて第１の家具部２２（又は第１のレール２８）に
対して閉められる。
【００３６】
　上述したように、本発明により、ユーザーは使用環境又は使用状況に応じてスライドレ
ールアセンブリのプッシュオープン機能を無効にすることができ、スライドレールアセン
ブリは依然として自閉機能を維持することができる。
【００３７】
　当業者であれば、本発明の教示を維持しながら多くの変更及び改良が装置及び方法に加
えられ得ることに容易に気付く。したがって、上記の開示は、添付の請求項の範囲によっ
てのみ限定されると解釈すべきである。
【符号の説明】
【００３８】
２０　家具アセンブリ
２２　第１の家具部
２４　第２の家具部
２６　スライドレールアセンブリ
２８　第１のレール
３０　第２のレール
３２　第３のレール
３４　拡張部
３６　運搬部
３８　スイッチ
４０　ベース
４２　開口
４４　当接機構
４６　第１の駆動装置
４８　第２の駆動装置
５０　第１の弾性部材
５２　ロック機構
５４　第２の弾性部材
５６　固定部
５８　ガイド機構
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６０　捕捉機構
６２ａ、６２ｂ　経路
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